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研究成果の概要（和文）：科学者と国民との対話を評価する指標の構築を目的とし、ルーブリックの作成を試み
た。また、対話力トレーニングプログラムにおける「事前学習」で用いることのできるリフレクションツールを
開発した。最終的に、完成させたルーブリックとリフレクションツールを用いた実践を行った。日本分子生物学
会年会で対話力トレーニングプログラムのデモを行うなど精力的に普及展開に努めた。

研究成果の概要（英文）：We have developed a Dialogue Skills Training program which has dealt with 
the dialogue especially in science cafes and has been designed for early-career scientists to be 
able to tell the story about their research outputs and outcomes in context with public needs, to 
re-consider their research and development in social contexts, and to have public sympathy .
We have also focused on assessing Dialogue Skills, using a rubric, one of the evaluation methods. We
 have conducted conversation analysis of the participants in DST program and we showed that the 
rubric we have developed has brought scientists clear criteria or standards for them to easily 
understand or improve “science communication” skills.  

研究分野：科学コミュニケーション

キーワード： 対話力
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 以下の 3つの観点から、科学者による科学
コミュニケーション活動がより一層推進さ
れている。 
1． 2011年 3月 11日に発生した東日本大震
災を契機に専門家と国民との間のコミュニ
ケーションのあり方に多くの課題が浮き彫
りになった。ポスト 3.11.において科学者の信
頼が低下した、ともいわれている（平成 24
年度科学技術白書）。今後の科学コミュニケ
ーションのあり方が問われている。 
2．2011～2015年度を対象とした『第 4期科
学技術基本計画』では、科学コミュニケーシ
ョン活動をこれまで以上に積極的に推進す
ると明記されている。 
3．同計画では、科学者による科学コミュニ
ケーション活動等の推進により、国民の科学
リテラシーの向上を図ることも書かれてい
る。 
 こうした流れに先がけて、2009年より「科
学者の対話力トレーニングプログラム」の開
発を目指し、本研究グループは活動を開始し
ている。多様な分野の研究者によって組織さ
れた文理融合・領域横断的な研究グループで
ある。科学者の国民との対話能力育成に着目
した教育プログラム開発はまだ端緒につい
たばかりであり、本研究グループの取り組み
は先端的である。 
 本研究グループはこれまでに、科学者は社
会との関わりについてどのような意識をも
っているのか、実際どのように科学者と国民
の対話がなされているのかを調査してきた。
具体的には、科学者へのインタビューにより、
科学者が国民との対話に対して抱く心理的
障 壁 の 存 在 と 詳 細 を 明 ら か に し た
（Mizumachi et al. 2011）。そして、本研究
グループが主催する京都大学物質－細胞統
合システム拠点（iCeMS）でのサイエンスカ
フェにおける科学者と参加者との会話をビ
デオ収録し、理解・認識・知識の非対称性や
社会的役割の相違がコミュニケーションに
与える影響について分析した（高梨ら 2012）。
また、コミュニケーション実践のリフレクシ
ョンを支援するシステムを試験開発した（森
村ら 2012）。以上の結果に基づいて、「事前
学習」、「サイエンスカフェ等でのオンザジョ
ブトレーニング(OJT)」、「リフレクション」
の 3部からなる教育プログラムのプロトタイ
プを開発し、教育プログラムの実施および効
果測定を開始した（加納ら 2011）。すでにプ
ロトタイプを 12 回実施し、200 名以上の科
学者がトレーニングされている（2013 年 9
月現在）。 
 本研究グループの取り組みは、まだ萌芽段
階でありながら、高い評価を得ている。たと
えば、JST科学コミュニケーションセンター
が外部委託で提供する科学者のための研修
プログラムに本研究グループで開発中のプ
ロトタイププログラムが採用され、総合研究
大学院大学の授業の一環として活用された。

情報処理学会情報教育シンポジウム 2012 に
おける優秀デモ・ポスター賞受賞（森村ら
2012）、2013年度の日本科学教育学会年会に
おいて課題研究発表（オーガナイザー：加納、
発表：加納ら 2013）への採択など、その問
題意識やコンセプトには注目が集まってい
る。 
また、本研究には以下３つの意義があると
考えた。 
A. 科学者への科学コミュニケーショントレ
ーニング機会が乏しい現状改善 
 英・米・豪などでは科学者によるアウトリ
ーチのためのトレーニングプログラムが開
発実施されているが、国内ではその機会は乏
しい。また、より双方向的な国民との対話に
資する教育プログラム開発は諸外国におい
ても見られない。本研究はこのような現状を
改善すると期待される。 
B. 科学者の対話力が向上することにより、
科学者への信頼の再構築 
 本研究成果によって科学者による直接の
対話力が向上すれば、ポスト 3.11.において低
下した科学者への信頼再構築に大きく貢献
できると考えられる。 
C. 科学者による科学コミュニケーション活
動を通した国民の科学リテラシー涵養 
（科学教育と科学コミュニケーションの連
携・協働） 
 本研究は「科学者による科学コミュニケー
ション活動を通した国民（児童生徒・教師含
む）の科学リテラシー涵養」という新たな科
学教育分野開拓を試みるものである。従来の
学校教育、博物館教育等における科学教育に
加え、最近急速に増加している科学者による
科学コミュニケーション活動を科学教育の
範疇に位置づけられる可能性がある。このよ
うに科学教育と科学コミュニケーションと
の連携・協働を積極的に推し進めるところに
本研究の学術的な特色・独創性がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は「対話力トレーニング(事前学習と
サイエンスカフェ等での OJT 等からなる)」
「リフレクション」「評価」が三位一体とな
った科学者の対話力向上に資する教育プロ
グラムを開発することを目標とし、以下３つ
を目的とする（図１）。 
1)．科学者と国民との対話を評価する指標の
構築 
科学と社会の関係から見た「目指すべき科
学者像」について、関連する分野の専門家へ
のインタビューおよび関連研究のレビュー
によって得られた知見をベースに、ルーブリ
ック（質的な評価基準尺度）を構築する。ま
た、構築評価を用いた教育実践を回し、ルー
ブリックを洗練させる。 
2)．評価指標に合わせた効果的・効率的なリ
フレクションツールの導入 
 評価指標に照らして特徴的だと考えられ
た過去の科学者と国民との対話場面をリフ



レクションでき、対話直後に科学者自身が対
話を効果的・効率的にリフレクションできる
ツールを開発する。設計済みのプロトタイプ
ツールを改良するための調査・検証サイクル
を回す。 
3)．対話力トレーニングプログラム実施教材
開発と普及展開 
 「科学者の対話力トレーニングプログラ
ム」実施教材・マニュアル等を整備し、外部
機関（JST科学コミュニケーションセンター
や日本科学未来館など）のトレーナーによる
実施を可能にすることで、他教育研究機関へ
普及展開する。 

図１本研究の概要 
 
３．研究の方法 
本研究の目的１～３を達成するための各年
度における研究計画・方法は以下の通りであ
る。 
1 年度：科学者と国民との双方向コミュニケ
ーションの評価（ルーブリック作成） 
（先述の目的 1の達成に向けて） 
2 年度：評価に合わせた効果的・効率的なリ
フレクションツールの導入（目的 2達成に向
けて） 
3、４年度：対話力トレーニングプログラム
実施教材の完成と普及展開 
（目的 3達成に向けて） 
具体的には、下記 6項目を実施する。 
A) 科学者と国民のインタラクションの質
的データ収集、及びその構造解明 

B) 評価指標（ルーブリック）の作成 
C) リフレクションツールの対話力トレー
ニングプログラムへの導入 

D) リフレクションツールを用いた本プロ
グラムの実践と評価 

E) 対話力トレーニングプログラム実施教
材・マニュアル作成 

F) 本プログラムの外部教育研究機関への
普及展開 

 
４．研究成果 
初年度は科学者と国民との対話を評価す
る指標の構築を目的とし、ルーブリック（学
校教育における通知表に近い評価指標のこ
と）の作成を試みた。具体的にはまず、科学
者と国民の双方向コミュニケーションに関
する関連書籍のレビューによる当該分野の

コンセンサスを把握した。そして、当該分野
の有識者および実装先の一つである大学教
員にインタビューを実施し、双方向コミュニ
ケーションのパフォーマンス評価に関する
考えを収集し、それらを元にルーブリックの
草案を作成した。 
また、次年度に予定していたリフレクショ
ンツール開発の一部を本年度にも実施した。 
２年度目は、昨年度の草案をもとにしてル
ーブリックを完成させた。また、対話力トレ
ーニングプログラムにおける「事前学習」で
用いることのできるリフレクションツール
を開発した。「事前学習」では、昨年度に見
出した科学者と国民とのインタラクション
の中で良いコミュニケーションだと思われ
る場面をビデオ提示し、受講者にコミュニケ
ーション分析を行わせた。その際、より効果
的にビデオ提示できるようコミュニケーシ
ョン場面を字幕付き、エフェクト（ジェスチ
ャーや視線等を視覚的に表す効果）付きで見
せられるツールを開発し終えた。また、ルー
ブリックと連動してビデオを見せられるツ
ールも開発した。 
３年度目は、完成させたルーブリックとリ
フレクションツールを用いた実践を行った。
また、対話力トレーニングプログラムに関す
る教材開発を行ったとともに、対話力トレー
ニングプログラムを紹介するウェブサイト
の構築を行った。また、日本分子生物学会年
会で対話力トレーニングプログラムのデモ
を行うなど精力的に普及展開に努めた。 
最終年度は、前年度に安全上の理由で見送
った国際学会発表を行った。具体的には、
AAAS（アメリカ科学振興協会）年次大会にて
E ポスター発表を行い、開発プログラムの普
及展開を行った。 
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